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研究成果概要 
 該当年度から本格的に KAGRA のインストール作業が始まり、本共同利用の補助を用

いて現在行われているインストール作業にも貢献している。また、光干渉計型重波検出

器としては KAGRA で初めて導入される低温の架橋鏡系に関する理論的問題点を整理す

るに至った。現在、KAGRA においてはサファイアミラーの導入が進められているが、

次世代後継機には室温で用いられているシリコンなどとの比較検討を更に進めなければ

ならない。そして、東京工業大学の宗宮グループにおいてはスクイード状態を用いた感

度向上に関して議論がなされ修士課程の学生であった加藤らにより実験も行われた。ま

た、研究代表者である鹿野のグループによってＴＥＭ００モード以外の信号増幅の可能

性が一般論として提示され、今後、どのように実装していくのかということを検討する

段階にある。 
 現在は KAGRA 本体のインストール作業に集中するため、次世代アップデートのため

の情報収集、検討に関しては非常に乏しかったが、KAGRA を用いたサイエンスの別の

用途として地球内部構造の変化を捉えるための計測方法の提案を分子科学研究所の鹿

野、名古屋大学（現、東京工業大学ＥＬＳＩ）の熊澤らによって検討され始めており、

今後、精密測定分野から拡がるサイエンスの幅を重力波検出だけでなく、他にも応用で

きる可能性を示唆できた。 
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